
準備 パート ( § 6
.

3 など)
以下

、

環 は 可換 環 とする
、

§ 1 、

交叉定理

Thm 6.io ( 交叉定理 )
( A

,

m ) : n 次元 局所 Noother 4- 代数

O → M s → M s 、
→ い → M 。

→ 0

を 有限 生成 自由 A - 加群 の なす 完全で ない複体 で

各 コ ホモ ・ ジー みこ ( M. ) は 有限 の 長さ の 組成 列 を

持っ A - 加 群 とする
。

この とき
、

S z n が 成り立つ
.

さらに
、

S = n であり
、

かつ みと M. ) ≈ Mm であるとき

U i も o
、
みこ ( M 。 ) = 0

が 成り立ち
、 A が 正則 と なる 、



Def 6 .
11 ( ホモ ○ ジ カル 次元 )

X : NoetW スキーム

O も E E ぱ(X ) とする

Gh (X) は 十分 な 局所 自由層 を 持っ すなわち
、

任意 の 連接 層 が 有限階数 の 局所 自由層 の 商 で

書けて いる
、
とする

。

E が グ(X ) の 対象 として 局所 自由層 のなす

長 さ S の 複体 と 同型 である ような 最小 の S の 値 を

E の ホモ ○ジ カル 次元 ( h。m。Logical densin ) といい
、

h.cn dim E と 表す
.

E が 局所 自由 層 の なす 有限の 長 さ の 複体 と

同型 とは なら ない とき
、

km dim E = d と 定める
、

Run 6.13

ホモ 。 ジャル 次元 が 有限 な 対象 は
、

狭義 完全 複体 ( Street Perfect Complex) という

局所 的 に 狭義 完全複体 と よ疑同型 となる とき
、

完全 複体 ( Perfect Complex ) という

が quasi - Project ive algebrak Variety なら )完全複体 は 狭義 完全 複体



G 6
.
14

X : E 上 有限 型 スキーム

O も E E グ( X) を考える 。I この とき
、

odim Spp (E) ≤ have dim E

○

from dim E = d なら 明らか

E が
,
局所 自由 層 から なる 長さ S Ka ) の 複体 と

同型 で ある とする
.

Spp (E) の 既約 成分 P と その 生成 点 を に対し
、

E の 各項 を Spec (an ) に 制限した複体 を

E 。 と する と 、 ( Eiseubnd 2000 G 2
、
18 後述 ) より

各 コホ も 。 ジー だした。 ) は 有限 の 長さ の 組成列 を持っ

Oxn 加群 となる
、

おて
、
(Thm 6.io ) より dtmall.ir ≤ S

.

一方 で
、

Codim Spp E E Codim P ど dim
、.

0
xn ≤ S

小
口

に Ha
、

Ch
.
I

.
EX 3.20 (C))

Codim ( P
,
X ) = int { dim an MEN



G 2 、 18 of Elsen hd 2000 ( Commuter Algebra)

R : Noether 環
、

0 も M i 有限 生成 R が 群
、

I : M の anuihib.tor ( I = { r ERI r M = 03 )

P i I を 含む R の 素 idd
、

この とき
、

Rp 加群 Mp が 非自明 で
、
有限 の 長さ を持っ

、

⇔

P は I を 含む 素 idd の 中 で 極大
、



hm 6.16 ( Bridge (and - Media 02 Bop 5 . 4 )
X : Noether Scheme で

、

Ch (x) が 十分 な局所 自由届 を持っ
、

O も E E が (X ) を 考える

SE Z ≥。 に対し
、 次 は 同値 :1 (i) ヨ j E Z Et

. ( U REX ,
U i 氏 [j , j t SJ )

Han i ( E ,
0
x ) = 0 .

(ii) him dim E ≤ S
.

[ (ii) ⇒ (i) のみ ]
km dim E E S を 仮定する と 、

E は 局所 自由 層 から なる 長さ S 以下 の 複体 M . と

グ (X) の 対象 として 同型
、

①
いい 0 → M。 → M 、 → Me → い 」 Me → 0 → いし

CTTTT

この とき
、

ヨ j EZ st
、 ( し っ( EX

,
V i 4 [J , j t S] )

みこ (だ ④ On ) = 0 であり
、

Hui (E,0x ) ≈ だ (RP (x . だ ☒ On ) ) ≈ みとだぷ)

お) (i) を 得る
、



Gr 6.15

X i E 上 の h 次元 quasi - Projectve Variety
点 x EX

,
E E が ( X) で

Hl (E) 三 Ox

を きたす もの と する
、

点 x
'
E X が っし と 異なる か

、
もしくは

T.EE が I 4 [ 0 , h] を みたす とき
、

Han i ( E ,Oi ) = 0

が 成り立つ とする
、

この とき 、
X は 点 x で 非特異 で

、
EE On が成立

、

○
仮定 より

、 Spp ( E ) = { x 3
、

( for 6.14) より h ≤ hom dim E
、

さらに
、
仮定 と

、
(W 6

.

16 ) より him dim E ≤ h
.

よって
、

homd.hn E = n と なる
、

ゆえに 、 E は X 上 の 局所 自由 居 から なる 長さ n の

複体 M . である と 思え 、
さらに 各 Hと M. ) は 長さ 有限の

組成 列 を 持つ
.



M . を Spec (0x , n ) に 制限 する と
、

仮定 により みと M 。) ≈ 0が何、
しも 。 )

でみ
0

(E ) E 0が

( Thm 6.10) より
、

U に も 0
.

HとM 。 ) = 0 なので
、

a. 八 が 正則 となる
、

つまり X は 点 x で 非 特異 かつ たこ Ox
、
っ、

ロ



§ 2 、
うし パント 解消

Xi 代数多様 体

f : Y → X i 特異点解消 とする
、

また
、 X が 有理特異点 を持つ

、

とする
。

つまり
、

ft Ch = 0 x とする
、

さらに
、 VL > 0

,
1肘*
0と = 0 を仮定する

が (4 ) 、 i D (Y) の 中 で Support が Proper な

対象 から なる 充満 部分 圏

が (4).、 : ぱ (4 ) c の 中 で
、 Support が ド (川 に

しか EX) 含ま れる 対象 から なる 充満 部分 圏

を 定める 、

km (BK R km 3
、
1 ) ・頫とに

各 x EX に対して は (Y ) x が 自明 な Em函手

を 持つ とする 、

この とき
、
X は Goren Stein で

、

f : X → Y

は 7 レパント 解消
。


